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タイトル「働く意識」


　〇初めに
今回の「働く」というテーマを頂いたときに、「上牟田のことをアピールできる良いチャンスだ！」と思いました。で上牟田がどんな風に変わったのかを紹介します。
施設開所当時は利用者さんの多くは公園を清掃する元福祉訓練生であり、室内での作業はあまり経験がありませんでした。職員も同じく利用者さんにどのように作業の提供をすれば良いか迷っていました。施設開所当時は作業が始まる際は職員が作業道具を利用者さんの座っている机まで持って行っていました。この状況では「利用者の働く意識は育たない！」と考え始め施設の環境整備に取り掛かりました。時を同じくして受注する仕事も少しずつ増えてきましたのでさらなる努力が必要になってきました。ひまわりパーク上牟田では「働きやすい環境を作る」「役割意識を持って働いてもらう」という目標のもと様々な活動をしてきました。
　
　〇～働く意識の変容～
　前述した内容を踏まえた環境整備を紹介します。
　（図①）
　最初は先の見通しを明確化するボードの作成です。これは施設を上から見た平面図で、机やロッカーなど実際の配置と同じものです。このボードの中に利用者さんの名札と職員の名札、作業内容が書かれたマグネットを配置します。そうすることにより、仕事の内容が視覚的に簡単に分かるようになりました。作った当初の狙いとして「仕事内容が利用者さんに分かりやすく伝わること」でしたがこれが思わぬ副産物を生みだしました。それは利用者さんの仕事へのモチベーションアップです。このボードによって「利用者さんが自ら行動し仕事に臨めるようになったこと」と「職員の声掛けが減ったこと」という大きな変化がありました。自分で仕事の準備をすることで「自分がしている思い」が強くなっていきました。

　〇～意識の変容によって～
　この意識の変化は様々な影響を及ぼしました。簡単に言うと「仕事へのやる気」がＵＰしたおかげで利用者さんが主体的に今までしたことのない仕事にチャレンジされるようになりました。個人個人の出来る作業が増えるということは作業能力が上がり、作業の効率が上がりました。必然的に受注量も増え結果的に工賃ＵＰに繋がりました。
　2015,16年度は約4,000円でしたが2018年度は14,000に迫るところまできました。（図②）工賃ＵＰによりさらに利用者さんの仕事へのモチベーションが向上のサイクルに繋がっていくと思います。（図③）
　一人一人の存在意義を認めることにより内在する力を高める支援をこれからも進めていきます。当然ですが上牟田にとって、どの利用者さんも欠けてはならない存在です。そのことを感じてもらうため私たちは何をしたら良いのかをこれからも考え続け、支援の在り方を工夫していきたいと思います。
〇終わりに
　ひまわりパーク上牟田は受注作業がメインであり、対外的に決して派手な仕事をしている訳ではありませんが、利用者さん一人一人が自信を持って取り組み、黙々と仕事をされています。その様子はさながら職人です。その姿を見て「上牟田の利用者さんはいぶし銀だなぁ」と思います。
[bookmark: _GoBack]利用者さんの頑張る姿をぜひ見に来てください。

